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□組織の概要

（１） 名称及び代表者名

河野建設株式会社
代表取締役　河野　浩仁

（２） 所在地

本　　社 徳島県徳島市中昭和町５丁目５１-２

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　 河野　浩仁　 TEL：０８８-６５３-５４３６
FAX：０８８-６２５-２２４４
E-mail：k.k1@kawano-showa.co.jp

（４） 事業内容

建設業（土木工事業、建築工事業）、宅地建物取引業

（５） 事業の規模

従業員　　　　　 １３　名
売上高　　　　　 ５０２，５４２千円 （うち不動産売上高７,０６０千円）

延べ床面積　　　 ４４０.０ ㎡（事務所）
工事件数 ２８件

（６） 事業年度 ９月～翌年８月

□対象範囲 全組織、全活動
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□環境経営方針

　　　【基本理念】

河野建設株式会社は、地域環境の保全が社員共通の重要な課題の一つとし、本業である

建設業と宅地建物取引業を通じて、自主的・積極的に地球温暖化問題への取り組みを行うと

ともに環境に配慮しながら地域社会に貢献します。　　　　

　　　【行動指針】

　　　　　　　当社は建設活動を基に作業サイクルに関わる環境負荷を低減するために、次の方針に

　　　　　　基づき環境経営活動を推進して地球環境との調和を目指します。

１．当社の事業活動、作業サイクルに関わる環境影響を常に認識し、

自主的・積極的に環境への取組と継続的な環境負荷の削減を図ります。

２．当社の事業活動、作業サイクルに関わる環境関連の法令、徳島県条例、

　　徳島市条例、その他を遵守します。

３．当社の事業活動、作業サイクルに関わる環境影響のうち、以下の項目を

環境管理重点テーマとして取り組みます。

①二酸化炭素排出量（電力使用量、ガソリン、軽油、灯油等石油系燃料使用量)の削減

②水使用量の削減

③廃棄物の削減及びリサイクルの推進

④環境配慮の推進

⑤化学物質使用量の把握

４．一人ひとりが環境負荷低減活動を積極的に実践できるように、この環境経営方針を

全従業員に周知するとともに、環境経営レポート等で社外へも公表します。

上記の方針達成のために、目標を設定し、定期的に見直し環境経営の継続的改善を推進します。

改訂日　令和  4年 9月  1日

河野建設株式会社

代表取締役  　河野　浩仁
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□河野建設株式会社　実施体制図及び役割・責任・権限

役割・責任・権限

社　長 ・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施及び管理に必要な人、設備、費用、
　時間、技能、技能者を用意
・環境管理責任者を任命
・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・代表者による全体の評価と見直し

・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境法規制等のチェックリストを承認
・環境経営目標、環境経営計画、環境経営レポートの承認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告

環境事務局 ・環境への負荷の自己チェック及び
　環境への取組みの自己チェックの実施
・「環境関連法規等チェックリスト」の作成
・環境経営目標・環境経営計画原案の作成
・環境経営実施計画の実績集計
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

部門長 ・自部門における環境経営方針の周知
・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告
・特定された項目の手順書の運用管理
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施
・自部門の教育・訓練の実施

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取組みの重要性を自覚
・ルールを遵守し、自主的・積極的に環境活動へ参加

代表だい
代表者（社長）
　　　　　　　河　野　浩  仁

環境管理責任者
　　　　　　　河　野　浩　仁

環境事務局
　　　　　

総
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・環境経営目標（令和６年度～令和８年度）

令和６年度

項　　目
令和４年度

実　績
（基準値）

令和５年度
目　標

令和６年度
目　標

令和７年度
目　標

（期間　令和５年
９月～令和６年
８月）

①

二酸化炭素排出量（㎏-CO2） 全 体 28,824.5 28,536.3 28,248.0 27,959.8 

電力使用量（ｋＷｈ） 全 体 5,400.0 5,346.0 5,292.0 5,238.0 

燃料使用量

灯油（L） 全 体 36.0 35.6 35.3 34.9 

軽油（L） 全 体 6,417.3 6,353.1 6,289.0 6,224.8 

ガソリン（L） 全 体 3,691.0 3,654.1 3,617.2 3,580.3 

② 水使用量（ｍ3） 全 体 144.0 142.6 141.1 139.7 

③

一般廃棄物 排出量（ｔ） 事務所 0.120 0.119 0.118 0.116 

産業廃棄物 排出量（ｔ）
現 場

102.0 101.0 100.0 98.9 

産業廃棄物 再資源化率（%） 92.0 92.9 93.8 94.8 

④
環境配慮の推進（ｴｺﾏｰｸ商品の購入）（品目） 事務所 5 4 4 4 

手戻り作業の回数（回） 現 場 10 9 7 6 

⑤ 化学物質使用量の把握（回） 全 体 4 4 4 4 

二酸化炭素の排出係数：0.574 ㎏-CO2/kwh（2020年度 四国電力調整後　排出係数）
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・令和５年度の環境経営目標と実績

項　　　目
令和６年度

令和６年度 場所
目　標 実　績 達成率

達成
状況（期間　

①

二酸化炭素排出量（㎏-CO2） 全 体 28,248.0 17,663.8 160% ○

電力使用量（kＷh） 全 体 5,292.0 5,815.0 91% ✕

燃料使用量

灯油（L） 全 体 35.3 0.0 － ○

軽油（L） 全 体 6,289.0 861.6 730% ○

ガソリン（L） 全 体 3,617.2 5,216.8 69% ✕

② 水使用量（ｍ3） 全 体 141.1 49.0 288% ○

③

一般廃棄物 排出量（ｔ） 事務所 0.118 0.109 108% ○

産業廃棄物 排出量（ｔ）
現 場

100.0 832.1 12% ✕

産業廃棄物 再資源化率（%） 93.8 98.3
 

105% ○

④
環境配慮の推進（ｴｺﾏｰｸ商品の購入）（品目） 事務所 4 4 100% ○

手戻り作業の回数（回） 現 場 7 7 100% ○

⑤ 化学物質使用量の把握（回） 全 体 4 4 100% ○

二酸化炭素の排出係数：0.574 ㎏-CO2/kwh（2020年度 四国電力調整後　排出係数）

目　的 評　　　価

二酸化炭素排出
量の削減

今年度も複数の工事が重なったため、燃料使用量が増加し、
また、それに伴う書類の作成等で残業時間が増えたことで、電力使用量も増加した。
しかし、軽油使用料が大幅に減少したため、目標を達成できた。
工事の内容や規模によっては目標を達成出来ない場合もあるが、
作業においては環境に配慮した機械や資材の選定を行い、
引き続き環境負荷の少ない施工を推進していく。
事務所の電気使用量は残業時間の増加に伴い増えているので、業務の効率化や
節電の推進等により、電気使用量を減らしていきたい。

水使用量の
削減

水使用量も現場の使用量が減少し、目標達成できた。
節水ステッカー貼付や呼びかけなど、今後も同様に節水に
取り組んでいきたい。

廃棄物の削減及
びリサイクル

今年度は複数の工事が重なり、コンクリート・アスファルト殻が大幅に
増加したことで目標未達成となった。
マニフェストは社内だけではなく、下請会社にも指導を行い、
適切に管理することを徹底する。

環境配慮の推進
インターネットなどでエコ商品の一覧を確認し、事務用品や日用品を購入した。
事前に下請会社との段取りを綿密に行うことで、手戻り作業の防止・削減に努めた。

化学物質使用量
の把握

安全会議や朝礼時などに確認、把握した。今後も継続する。
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　　・全体

令和６年度

（期間　令和５年９月～令和６年８月）

　　・事務所 　　・現場
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□令和６年度環境経営計画

（事務所） 令和6年（令和5年 9月　～　令和6年 8月）

重点テーマ 具体的項目 責任者

①二酸化炭素排出量の 空調温度の適温化（夏28℃　冬20℃）

総務責任者

   削減 ＯＡ機器の省電力化の設定

（電力使用量、石油系燃料） エコドライブの推進

節約啓発ｼｰﾙを貼る

エアコンの清掃、点検

②水使用量の削減 水道配管の定期点検

総務責任者節水シールを貼る

洗い物のまとめ洗い

③廃棄物の削減及び 分別排出・選別の徹底

総務責任者　　リサイクルの推進 コピー用紙の両面コピー、裏紙使用

④環境配慮の推進 エコマーク商品を４品目以上購入する

総務責任者

⑤化学物質使用量の 情報収集のため３ケ月に１回協議する

社　　長  把握

（建設現場） 令和6年（令和5年 9月　～　令和6年 8月）

重点テーマ 具体的項目 責任者

①二酸化炭素排出量の 空調温度の適温化

工務責任者

   削減 エコドライブの推進

（電力使用量、石油系燃料） 積載ｵｰﾊﾞｰをしない

車両の運行管理

節約啓発ｼｰﾙを貼る

②水使用量の削減 水道配管の定期点検

社　　長節約啓発ｼｰﾙを貼る

③廃棄物の削減及び 分別排出・選別の徹底

工務責任者　　リサイクルの推進

④環境配慮の推進 手戻り作業の未然防止・削減

社　　長低振動、低騒音、低排気量の重機類の使用

⑤化学物質使用量の 情報収集のため３ケ月に１回協議する

社　　長   把握
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□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容 1Q 9月～11月
2Q 12月～2月

（事務所） 3Q 3月～5月
◎よくできた　○できた　△あまりできなかった　×全くできなかった 4Q 6月～8月

取り組み計画 達成状況 評価と次年度の取組内容

令和６年度　（期間　令和５年９月～令和６年８
月）

①二酸化炭素排出量の削減

数値目標 1Q 2Q 3Q 4Q □上方修正　■現状維持　□下方修正　□基準見直し

・空調温度の適温化
　（設定温度　冷房２８℃　暖房２０℃）
　（実際温度　夏季２８℃　冬季２０℃）

○ ○ ○ ○ ・夏は扇風機とエアコンを併用して、
設定温度を低くしすぎないよう努めた。
・冬場はパネルヒータで足元を温めることで、
設定温度を高くしすぎないよう努めた。
エアコンフィルターの清掃・点検を1カ月に1回は行い、
なるべくこまめに電源をきった。

・ＯＡ機器の省電力化の設定 ◎ ◎ ◎ ◎

・エコドライブの推進 ◎ ◎ ◎ ◎

・節約啓発シールを貼る ◎ ◎ ◎ ◎

・エアコンの清掃・点検 ◎ ◎ ◎ ◎

②水使用量の削減

数値目標 1Q 2Q 3Q 4Q □上方修正　■現状維持　□下方修正　□基準見直し

・水道配管の定期点検 ○ ○ ○ ○
洗い物はなるべくまとめ洗いをし、
出しっぱなしにしないよう努めた。
掲示物などで節水の呼びかけをした。

・節水シールを貼る ◎ さし ◎ ◎

・洗い物のまとめ洗い ◎ ◎ ○ ◎

③廃棄物の削減及びリサイクルの推進

数値目標 1Q 2Q 3Q 4Q □上方修正　■現状維持　□下方修正　□基準見直し

・分別排出・選別の徹底 ○ ◎ ◎ ◎
無駄なコピーをしないように確認を徹底して行った。
裏紙使用も徹底していた。

・コピー用紙の両面コピー、裏紙使用 ◎ ◎ ◎ ◎

④環境配慮の推進

数値目標 1Q 2Q 3Q 4Q □上方修正　■現状維持　□下方修正　□基準見直し

・エコマーク商品を４品目以上購入する ◎ ◎ ◎ ◎ ・作成した一覧表やｲﾝﾀｰﾈｯﾄでエコ商品を確認し、
購入した。

◆節電の呼びかけ ◆節水の呼びかけ

◆コピー用紙節約の呼びかけ ◆掲示物による呼びかけ
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1Q 9月～11月
2Q 12月～2月

（建設現場） 3Q  3月～ 5月
◎よくできた　○できた　△あまりできなかった　×全くできなかった 4Q  6月～ 8月

取り組み計画 達成状況 評価と次年度の取組内容

令和６年度　（期間　令和５年９月～令和６年８月）

①二酸化炭素排出量の削減

数値目標 1Q 2Q 3Q 4Q □上方修正　■現状維持　□下方修正　□基準見直し

・空調温度の適温化 ○ ○ ○ ○

作業が無いときは、こまめにエンジンを
停止するよう努めた。
また、積載オーバーにならないよう、管理を徹底した。

・エコドライブの推進 ◎ ◎ ◎ ◎

・積載オーバーをしない ◎ ◎ ◎ ◎

・車両の運行管理 ◎ ◎ ◎ ◎

・節約啓発シールを貼る ◎ ◎ ◎ ◎

②水使用量の削減

数値目標 1Q 2Q 3Q 4Q □上方修正　■現状維持　□下方修正　□基準見直し

・水道配管の定期点検 ○ ○ ○ ○
節水を心掛け、水道の定期点検も行った。
また、掲示物などでも節水を呼びかけた。

・節約啓発シールを貼る ◎ ◎ ◎ ◎

③廃棄物の削減及びリサイクルの推進

数値目標 1Q 2Q 3Q 4Q □上方修正　■現状維持　□下方修正　□基準見直し

・分別排出・選別の徹底 ◎ ◎ ◎ ◎

マニフェスト、分別共に徹底して管理することはできた。

④環境配慮の推進

数値目標 1Q 2Q 3Q 4Q □上方修正　■現状維持　□下方修正　□基準見直し

・手戻り作業の未然防止・削減 ◎ ◎ ◎ ◎ ・下請会社との段取りを徹底して行い、手戻り防止に努めた。
・低振動・低騒音・低排気量の重機類の使用に努めた。・低振動・低騒音・低排気量の重機類の使用 ◎ ◎ ◎ ○

⑤化学物質使用量の把握

数値目標 1Q 2Q 3Q 4Q □上方修正　■現状維持　□下方修正　□基準見直し

・情報収集のため３ヶ月に1回協議する ◎ ◎ ◎ ◎
・安全会議時にて協議できた

◆積載超過防止対策 ◆使用機械は、低騒音型・排出ガス対策型・燃費低減型を使用

◆温暖化防止の呼びかけ ◆ボランティア活動
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□次年度の環境経営計画

（事務所） 令和7年（令和6年 9月　～　令和7年 8月）

重点テーマ 具体的項目 責任者

（期間　令和５年９月～令和６年８月） 空調の適温化（夏28℃　冬20℃）

総務責任者

  削減 こまめに電源をきる

（電力使用量、石油系燃料） エコドライブの推進

節約啓発ｼｰﾙを貼る

エアコンの清掃、点検

②水使用量の削減 水道配管の定期点検

総務責任者節水シールを貼る

洗い物のまとめ洗い

③廃棄物の削減及び 分別排出・選別の徹底

総務責任者　　リサイクルの推進 コピー用紙の両面コピー、裏紙使用

④環境配慮の推進 エコマーク商品を４品目以上購入する

総務責任者

⑤化学物質使用量の 情報収集のため３ケ月に１回協議する

社　　長  把握

（建設現場） 令和7年（令和6年 9月　～　令和7年8月）

重点テーマ 具体的項目 責任者

①二酸化炭素排出量の 空調の適温化

工務責任者

   削減 エコドライブの推進

（電力使用量、石油系燃料） 積載ｵｰﾊﾞｰをしない

車両の運行管理

節約啓発ｼｰﾙを貼る

②水使用量の削減 水道配管の定期点検

社　　長節約啓発ｼｰﾙを貼る

③廃棄物の削減及び 分別排出・選別の徹底

工務責任者　　リサイクルの推進

④環境配慮の推進 手戻り作業の未然防止・削減

社　　長低振動・低騒音・低排気量の重機類の使用

⑤化学物質使用量の 情報収集のため３ケ月に１回協議する

社　　長   把握
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□環境関連法規・条例等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

　１）環境関連法規その他規制事項の概要 ※この１年間該当しなかった場合は該当なしと記載

環境法規制等の名称 要求事項 遵守状況の確認 判定 遵守評価日

廃棄物処理法

産廃収集・運搬業者及び産廃処理業者との契約 遵　守

○

産廃運搬前

ﾏﾆﾌｪｽﾄの交付及び返送ﾏﾆﾌｪｽﾄの確認 遵　守 随時

産業廃棄物管理表交付等報告書の作成 遵　守 随時

労働安全衛生法
石綿等の除去工事

レベル1・・労働基準監督署へ計画届を14日前までに届出
レベル2・・労働基準監督署へ作業届を着工日までに届出

遵　守 〇 工事着手前

建設リサイクル法
・分別解体、再資源化の促進 
・発注者への書面による計画等説明、工事を事前に
　都道府県知事に届出（７日前まで）、完了報告

遵　 守 ○ 工事契約後

建設廃棄物処理マニュアル
収集運搬業者、処分業者の許可証の確認

遵　 守 ○
工事契約時

中間処理場、最終処分場の確認 工事契約時

建設副産物適正処理推進要綱
「再生資源利用計画」「再生資源利用促進計画」の

作成・実施状況の記録
遵　 守 ○

工事着手前
工事完了後

フロン排出抑制法
業務用冷凍空調機器、建設機械
対象機器の簡易点検・定期点検

遵　 守 ○ 点検実施時

騒音規制法　　 特定建設作業の市町村へ事前確認・届出書 遵　守 ○ 工事着手前

振動規制法　 特定建設作業の市町村へ事前確認・届出書 遵　守 ○ 工事着手前

下水道法
1日50ｍ3以上の汚水を河川に排水する場合は

公共下水道管理者にあらかじめ届出
遵　守 ○ 随時

徳島県環境基本条例
事業活動を行うに当り、これに伴って生ずる公害の防止
自然環境を適正に保全するために必要な措置を講ずる

遵　守 ○ 随時

徳島市環境基本条例

事業活動を行うに当り、公害の防止、廃棄物の適正な処理
自然環境・その他環境の保全状の支障の防止のために

必要な措置を講ずる。
資源の循環的な利用、環境への負荷の低減に努める。

遵　守 ○ 随時

徳島県生活環境保全条例

みだりに、缶瓶ペットボトルその他の容器包装、
たばこの吸い殻又は紙くず等を捨ててはならない

遵　守 ○ 随時現場巡回

特定建設作業の上乗せ規制
知事に特定建設作業実施届出書の提出

遵　守 ○ 工事着手前

徳島県脱炭素社会の実現に向け
た

機構変動対策推進条例

温室効果ガスの排出量の把握、抑制
特定事業者は地球温暖化の防止に関する

計画書を作成し、知事に提出
遵　守 ○

工事契約後
各施工計画書

に記載

徳島市廃棄物の処理及び再利用
に関する条例　　

事業者の責務・・・・廃棄物を適正に処理し、
減量など市の施策に協力する

遵　守 ○ 随時

徳島市下水道条例

排水設備の新設→市長の確認

該当なし - -排水設備等の工事の検査→工事完了日より５日以内に
届け出て本市職員の検査を受ける

　２）違反、訴訟等有無

環境関連法規への違反はありません。なお、関係当局より違反等の指摘は、過去３年間ありません。
近隣住民から特に指摘はなく、また訴訟等も同様に１件もありませんでした。
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□代表者による全体評価と見直し・指示の結果

実施日： 令和　6年　 9月　9日 代表取締役　河野 浩仁

見直しに必要な情報 代表者による見直し

管理責任者の報告及び改善への提案 変更の必要性の有無・指示事項
[取り組み状況の評価結果] [環境経営方針]
①環境関連法規等の遵守状況 変更の必要性：　　　□有　　　■無
　・苦情・訴訟なし。

＜指示事項＞
②問題点の是正処置及び予防処置の状況(是正処置・・・２件） ・全社員のEA21に対する意識は着実に向上している。

今後も環境方針に基づく活動を継続し、より自主的・積極的に、
地球環境に配慮した社会を目指す。

　・今年度はほとんど目標達成できていたが、今後も同様に新規入場者にも
　 環境配慮への取り組みを説明し、目標達成に向け取り組む。
　・今後もCO2排出量削減のため、節電、節水等継続して取り組み実施。

③前回までの代表者の指示事項への対応
　・引き続き、従業員全員にエコに対する意識の再確認と、社外への
　 環境ｱﾋﾟｰﾙに努めることを周知した。・再度社員教育で議題として取り上げ [環境経営目標・環境経営計画]
   下請業者にも指導・協力をお願いした。 変更の必要性：　　　□有　　　■無
<改善への提案>
・従業員全員が目標を確認し、積極的に取り組んでいけるように努力する。 ＜指示事項＞
[目標・環境経営計画の活動状況] ・今年度も複数の工事が重なったため、電力、燃料使用量、

産業廃棄物排出量が増加したが、軽油使用量が大幅に
減少したこともあり、二酸化炭素排出量は目標を達成することができた。
環境活動計画に対しては、従業員一同、今年度も積極的に
取り組みが行われていた。

〈事務所〉
目標項目 活動実施状況 コメント（活動計画に対するコメント）

① 二酸化炭素排出量の削減 ○
エコドライブに努め、こまめに電源を切る。
エアコンの清掃・点検を定期的に行った。

② 水使用量の削減 ◎
洗い物を一度に行い、出しっぱなしにしない
ように努めた。掲示物などで節水の呼びか
け。

③ 廃棄物の削減及びﾘｻｲｸﾙの推進 ◎
無駄なコピーをしないように確認と
裏紙使用を徹底した。

④ 環境配慮の推進 ◎ エコ商品を確認し購入した。
[実施体制]

変更の必要性：　　　□有　　　■無

〈建設現場〉
・事業に大きな変更はないので現状の体制で実施する。

目標項目 活動実施状況 コメント（活動計画に対するコメント）

① 二酸化炭素排出量の削減 ○
複数の工事が重なったため、ガソリンの使
用量増加。しかし、軽油は大幅に減少。

② 水使用量の削減 ◎ 掲示物などで節水の呼びかけ。

③ 廃棄物の削減及びﾘｻｲｸﾙの推進 ○
目標未達成。コンクリート・アスファルト殻が
大幅に増加。マニフェスト、分別は管理を徹
底。

④ 環境配慮の推進 ◎
手戻り作業防止の為に、段取りを徹底。
低排気量など環境に配慮した重機を使用。

実施状況　◎：十分できている、○：ほぼできている、△：まだ不十分、×：できていない

[目標・環境経営計画の実績]

項　目 目標値達成状況 目標達成率(%）

①

二酸化炭素排出量（㎏-CO2） ○ 160%

電力使用量（ｋＷｈ） △ 91% [総括]

燃料使用量（L）

灯油 ○ －

軽油 ○ 730% ・今年度も複数の工事が重なったことで、令和4年度を基準に設定した
燃料使用量・産業廃棄物排出量の目標値を達成することは
できなかった。
工事の内容や規模によっては目標を達成出来ない場合もあるが、
作業においては環境に配慮した機械や資材の選定を行い、
引き続き環境負荷の少ない施工を推進していく。
今後も引き続き目標達成に向けて、施工管理の効率化、環境負荷低減、
環境保全に努め、全従業員一同で活動を継続していきたい。

ガソリン △ 69%

② 水使用量（ｍ3） ○ 288%

③

一般廃棄物 排出量（ｔ） ○ 108%

産業廃棄物 排出量（ｔ） ✕ 12%

産業廃棄物 再資源化率（%） ○ 101%

④
環境配慮の推進（ｴｺﾏｰｸ商品の購入）（品目） ○ 100%

手戻り作業の回数（回） ○ 100%

達 成 率　○：100％以上、△：50％～100未満、×：50％未満
<改善への提案>
・目標値は現状維持で進める。今後も積極的に環境への取組みを実施する。

[周囲の変化の状況]
①公共工事の発注及び受注が上昇傾向にある。
②環境関連法規制等の動向・・・産業廃棄物の分別が厳しくなっている。産業機械の

　排ガス規制、低騒音化・無振動化が進んでいる。

<改善への提案>
・産業廃棄物については社内だけではなく下請け、協力会社を含めて指導及び
　チェックを徹底して行い、分別及び再資源化への意識を向上させる。

・産業機械については、排ガス規制、低騒音化・無振動化のものを使用していきたい。

保管： 環境事務局
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◆ボランティア活動

・現場朝礼終了後、清掃活動を行った
令和６年度
（期間　令和５年９月～令和６年８月）

園瀬川　清掃作業

清掃状況 清掃状況

園瀬川　清掃作業
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